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第 1寧緒 言 
自ln虫め免疫学的研究に1掛川、ては， r~Î くより多くの人々によって注目され，各部の方面より研
究されている。 Stewar・t，(IR)般JII<均等は動物に於ける虫fliI虫免疫に就き述べ，実験的にも之な行
い， その後佐{自任伯向;与/，<均〈均l~
てし、るO 叉蜘1虫にた!する i包消反応にhitし、て Schwartz<均等は沈降反応を， Kolmer(")等は補体
結合反応を説明している。他方，虫問虫艇に際してのアレルギ戸現象は臨床的に Ful1eborn，(I) 
Müller，(I'I) 酒井1: ・弓 I~IJ ・ 1十'1誌(2り等により精しく報告され，最近高閉めくめは上腹部蜘i虫症を提唱
等に自国虫1'[:1.場変化によるものとし，外科的に切|除-した腎，I~I:し，これは畑出によるアレルギザ
によるア νJレギ{性変化せピ組織学的に認めた多数の例を報告してu、るO 実験的にも虫Ilil虫物質に
より Mu JUi-WU('均等は Shwartzman現象を， Ransom(17)等は皮府反応を，篠崎.橋本t仰2ω0 
tο21り〉ミ讐等含手;は Arthus窃現!象を認めているO 然るに郎!虫感染に際し，免疫乃五アレルギ戸の立場より
仔虫と感染動物の各j蹴協との組織反応を検索せる報告・は秘めて少く，繊J1(:的』まf簡単に，乎悶 
lli)はUitl蹴肝臓に就き，叉寓J1(1町工小数例に就き述ベているのみで給制uな報告を見ない。
著者は豚抑i虫体膝液で感作した I~I鼠に豚虫ml虫卵を投与・して感染せしめ，感染仔虫とllVJ物の各
臓船との 11唱の組織反応，及び動物の体内循環後腸内に復帰せる幼虫を検索し，各j搬 g~にアレル
ギ.-'I~t:変化を~じ， .1:つ仔虫の体内移行を阻害せしめて腸内に復帰する幼虫を減少せしむる所
見を認めたので，こ L に報告 L 、たし併せて自I~I虫免疫の本態に就き考察いたし皮いと考える O
第2軍病理組織掌的検猿を怠とせg実験 段した仔虫が腸管より侵入し更に各臓器を遊走する
第1鵠i実験方法 聞に各|臓器に起す組織反応を検紫した。
予削除:蜘虫休路、械で感作した白鼠にj附!岡山成熱卵 突験動物はイ本軍約120-180gの健康な成熟自鼠を
を経口的に投与して感染せしめ，腸管内で自然に脱 数週間動物識で飼育せるものを用いた。
骨本研究は文部省科学試験研究費の補助を受く。
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感作に使用したj鼠蜘虫休j路液は腐場より掠取せる
新鮮な豚蜘虫を良く水道水で洗った後滅菌ガ{ゼを
もって消拭し，数[li.宛尾端を糸で結び懸議して顕焔
を鍬で切り滴下する体腔液を滅菌コルベシにとり，
之を遠心沈搬 (3000回転， 10分〉し，その上消を
600C 30分間滅菌後使用し，使用後は冷蔵庫中に収
め5倍以内に使用した。
豚蜘虫卵は屠j揚にて薦殺せる豚の腸管内で雌瞬間
腸せるものより選び，之を水道水で良く洗しv 子宮
を取崩してその踏に近い部分約 4--5cmを切取り，
良く水洗した後， 1枚のガー ゼをもって滅過し，JlI! 
に数回水洗したものを使用しだ。
卵の堵議は一辺の大さ約 5.-..10cmの瓦のjニ閣を
研勝して1.!:!.1部を作り，之を洗糠，滅菌した後， I山部
に先に採取した卵を部く平らに漁り卵の腐敗を防ぎ
且つ卵に一定の湿りを与えるよう， 3%のフォルマ
300C瓦を収め，之を~;ζ:J1水を入れたシャーレr:y !) 
の騨卵総中で 35目!間前後培識した。 
感作の方法は先の豚蜘虫休服、波を白鼠の休議 100
gに就き 0.1cc宛 1悶器に 3間白鼠の腹自室内に注射・
・して感作せしめたものを感作例とし，注射せざるも
のを対照例とした。

実験に当り，感作の最後の注射後 16 1=1闘に， 1
尿畑
虫卵の培議成熟したもの約 3万衡を鰯料に混利し経
口約に与え，以後 24時間閏， 48時間目， 72時間目， 
5自国， 7自問， 10目回， 14日間， 21時間に感作例
及び対照例を各々 21lf宛屠殺して腸管 α回腸中部，
廻腸下部，欝腸，大腸rl:t部)，肝臓， Dil臓，心臓， s卑
臓，腎臓の各臓器に就き病理組織学的に検索した。-
標本の作製に当つては，オルトの液で同定，バラ
フィシ包埋し，染色はヘマトキシリユノ・エオヂシ震巣
色を主とし，必要に応じて線維繋，マロ]}-，弾力
線維，鈍銀，ハイデシハインの鉄ヘマトキシ ))y及
び脂肪の各染色を行った。
第2節i央験成綴 
No.1，央験日数 24時:問，感作例， 130 g，合
肉眼的所見:， Z警~なし。
組織学的所見:大腸・商鱗の粘膜関内及び淋巴i慮
胞中の仔虫。仔虫周閤の賊好性白血球漫i問。官腸粘
膜下層に於ける強度の蜂鱗織炎〈関空好性白血球。プ
ラスマ鰍胞。円形細胞の浸潤〉。肝臓に於ける肝細
抱のj圏構・魁眼。及び軽度の断裂。心臓に於ける}陸
皮の，心筋軟化。 
No.2，実験回数 24時間，感作例， 125 g，♀ 
肉眼的所見:馨~なし o
組織学的所見:盲腸粘膜腐内の多数の仔虫。粘膜
下閣に於ける強度の賂簡;織炎〈プラスマ細胞，円形
細胞〉。粘膜下層に於ける前1網細胞より成る肉芽腫
の形成。該関に於ける薯腕な血管~化〈毛細血管内
の線維素陽性の血絵形成。血管周閣議鮒tの線維素様 
膨化)CFig. 1)。該躍に於ける淋巴管炎〈般好性自
血球，沖~巴球を淋巴管中に認める〉。肝臓に於ける
肝細胞のj閤糊， 1踊脹。軽度の肝細胞断裂。納|瑛内の
酸好性白血球，白血球及び円形細胞の浸潤巣。Jjil臓
に於ける軽度の気管支性肺炎。
No. 3，実験日数24時¥fi制，対照例， 125 g，合
肉眼的所見:蒋~なし。
京町t史学的所見:大腸粘膜閥rl:Jの多数の仔虫及びそ
のj品問に於ける隙好性白血球波潤，r-排出減胞1:::tの酸
好性白血:球問問。腎腸粘膜下!悶に於ける蜂縞織炎
〈般好~II生白血球，円形制胞〉核隠に於ける淋巴管炎
(駿好性白血球，白血球を淋巴管~I:l に認める〉。
No.4， ~健験日数 24 時間，対照例， 120g，♀
肉眼的所見:蒋2をなし。 
組織学的所見:商腸粘膜腿，粘膜下j爵に於ける多
数の仔虫。その周囲の商愛好悦白血球設j問。粘膜下j溺
包，Jに於ける!峰協織炎〈椴好性白血球，プラマス制 
円形細胞〉。該腐に於ける淋巴管炎〈淋巴管内に仔
虫及び駿好性白血球，向血球を認める〉。肝臓に於
ける出血を伴う細胞浸潤巣〈白血球，限好性白血
球，阿形細胞〉。 
No.5，突験日数 48時間，l'酪作例， 140g，合
肉眼的所見:IJil肋)J奥義商に小点状出血。
組織学的所見:甫腸粘膜!智内の仔虫。仔虫閥閣の
殿好'I~~白血球良j問。 ~:I~J.際ド腐の純度の飾綿織炎〈間愛
好j生白血球，円形細胞〉。 粘膜下関に於ける血怯;礎
化〈血管内j肢内皮締胞の嫡嫡， ~II~I:，中股の ~IJ金〉 
(Fig. 2)。肝臓に於ける細奨内の細胞設j関巣〈椴好
性自血球を混じた白血球， I司Jf~忠則包)0 JiIi臓に於け
る肺小動脈内j限内皮細胞の増嫡，~性。血管及び気
管支周関車脇tの椴好性白血球関問。 
No.6，突験回数 48時間，感作例， 125g，♀ 
肉眼的所見:腕肋膜表商に小点状出血。
組織学的所見:盲腸粘膜下閣に於ける馨しい椴好
性白血球浸潤及び血管~化〈内膜内皮細胞の増殖十
~性， rl :t H英の~性〉。 肝臓に於ける細業内の酸前J性
白血球を混じた白血球良湖巣。腕織に於ける肺小動
脈内j民内皮側胞の増嫡。rA性。 
No.7，実験目数 48時間，対照例， .145.g，合
肉眼的所見:肺肋膜表面に小点状出血。
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組織学的所見:肝臓に於ける制I~定内白血球設irtJ No. 14，突験回数 5日;t略作例， 140g，♀ 
巣。肝細胞のi限度の j胡辺1J ~'Ij}j rE'14:。 肉眼的所見:JiliJJl提決聞に}!I(白色，架粒大の結節i 
No.8， 突験日数 48r時間，対照例， 120g，♀ 小数。
制限表商に小点状出品l.。/1IJili肉眼的所見: 
組織学的所見:宵l場制限下関の椴好'.'I~l: 白血球設
潤。 Uil蹴内のZ芸品IT管出血:浪。 
No.9，実験日数 72時間，感作例， 150 g，合
肉眼的所見:碧援なし。
組織学的所見:胃腸に於ける仔・虫(粘膜!悶，粕J史
下問，淋巴減胞〉及びそのj品開の椴灯性白血球漫j問。 
粕j関下!留に於ける白血球投il自(博愛好性白1UI.1';1<，円形
制nJ包〉。 肉芽!即の形成〈かl1J網細胞より j氏り般的'.'I~ l:由
血球の夜j悶を伴う〉。 淋巴管炎〈淋巴管中に椴好性
白血球〉。 盲腸，大}既に於ける粘膜下!闘の血管変化 
〈内j邸内皮指111胞の地舵，~性)0 IFIニ l臓がIU~埠内に於ける 
出品tを伴う白血球混'潤巣。lJilH蹴間質l勾に於ける敵前・
性自血球の結節i状設問巣。血.管及び気管支胤閤粧l命直
に於ける階好性白血球授i問。 l伴|臓に於ける櫛内の円安
好性自由.球技湖。 
No.10， 突験問数 721時間，感作例， 135 g，♀ 
肉眼的所見:磐箆なし。 
組織学的所見:商腸粘膜下闘に於ける肉芽j聞の7眼
成〈制網細胞より成り椴好性自血球没測を伴う〉
組織学的所見:"1訂版粘膜下腿に於ける血管内l院内
皮細胞の湘航。大腸粘膜下l留に於ける椴好性白血球
の剣道。肝臓器:I1l球内の肉芽腿形成。グリソミノ氏i舶の
闘を好。l生白血球設i問。肘iI臓に於ける気管支j品問組織の
磐l児な般好性白地球浸潤，及ひ~JIt(:m:の肉度。牌臓に
於ける淋巴滅胞反応中i=1~の腕!眼。
No.15，突!険日数 5目，対!!託例， 165g，合
肉眼的所見:磐~なし。
来{時故学的所見:官)路制限下闘の問問f，及び間愛知"~l:
自1m.球設問。
No.16， 5経験日数 5日，対照例， 160g，合
i制限的所見:ミ密接なし。
船級学的所見:1寺脇粘版下j叫に於ける何者好・性白血
球技料。血管内j院内政K:IIIJJHJの~性。肝臓に於ける小
出血以，及ひ'両者好J削減凪:球段j問巣の
No.17，央!険日数 7日，r~fl~炉0， 155g，合 
!苅!限|判所見:lJiltlJlJ持表商に点状出血。
約所見:胃腸粘膜下踏に於ける俄好性白血:1事1:附史学
球設j問。壊死性出.管炎。肝臓に於けるグリ'ゾシ〆氏鞠
の酸好:'I~I::白血球没j問。卸i鶏内の出血を伴う白血球設 
(Fig. 3)。肝臓に於ける制:柴内制1I脳波j問巣〈椴好'.I!:E i開。1Ji1il.臓に於ける帯I閃な血管礎化〈血管周囲組織の
白血球を混じた白描滅。円形K:ln胞)0 Jlili路間J皮内の 浮j血。該部への障を好性白血球，赤血球の穆出。血'fff
階好悦白血球の結節j状没i問巣。血fli;及び気管支j靖閉 館の膨化〉。 仔虫結節iの形成(椴好'I!:色白血球の設j開
j，り・rlが強く~当面1.球浸潤。.'I~I:指定の間愛好L講f. 1心は壊死にrw 品聞に組織球様車lI!胞，総統 
No.11，央験日数 72r時間，対l!話例， 155g，合 芽細胞が脱皮にffi 1ì1在しているが!脅~!~K~~維のj物取はあ
肉|民的所貼:帯夜なし。 1'心臓に於ける毛細)0まりない 血管の拡版。!伴|臓に 
1車級学的所見:l語版制限別に於刊でる仔虫。小Il易粘 於ける淋出総胞周閉組織のj括航。
!段下関の仔!1ミ及び間愛好.'11.:白血球を混じた白血球没 No. 18， ~足験日数 7 日， I酪作例， 170 g，合 
ilMJ。 肉11.足的所見:lJili制限表面に小点状出血帯明。 
No.12，実験1:1数 721時11'，1，対!胤例， 140 g，♀ 組織学的所見:商脇~:W眼下!閣に於ける椴好性白血
肉眼的所見:譜~なし。 球漫if唱。大l揚腸il甘j岐に於ける徽慢性白血球漫i開。 IHニ
組織学的所見:1苛脇粕版下関に於ける仔出を中心 臓に於ける純網かHI胞の蛸舶による肉芽j国の形成。削!
とせる/J農協形成 (Fig. 4)。 粕l民!視に於ける仔・虫。 喋内のH-I血を伴う白血球設j間数。 liil.臓に於ける仔虫
その胤聞の円安好'li.:自血球投j向。肝臓あIli深内に於ける 結節j(費'1~I;仔虫を中心とした主として俄好:'I~ l:白血球
菊明なネグロピオーゼの巣 (Fig. 6)。 の結問i状設j閣で仔虫の)f.(J閤は壊死に陥り結節に組織 
No.13，央験日数 5悶，感作例， 155 g，合 球機細胞が梢々 j曽加して認められる) (Fig.9)。及
肉眼，j';J所見:lJi肋!肢の表聞は絢々充血性。 昨礎化/1悶巣。哲明な血iび出血を伴う椴好性白血球漫 
組制i学的所見:首脇粘膜閥に於ける仔虫及びその (凪管j剖間組織の浮)踊，該i~il~への険好性白血球鯵出，
期間の般釘:，~t白血球漫j問。粘膜下関に於ける ñ:111制品111 rl:t).肢の~性) (Fig.り。!日IJ1股下出血巣。lJil胞内にJilJ
胞の捕舶及び白血球混:1向。 siliI臓に於ける肉芽腕の形 聞の殺った仔虫小数。心臓に於ける毛細l血 1皆の拡
成〈壊死物質を中心に周聞に巨大前Ij 
胞〉。 脚臓に於ける淋巴減}J包j
腎臓に於ける紙球体小附血。!牌臓に於ける淋巴I張白 1胞，組織球殿前
。(Fig.16)減胞胤間組織の増舶・長。1の}腿1H苅広中
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院議聞に粟粒大，灰白色め結節j幼Jil肉眼的所見:，合170g，対照例，11:7，央験日数No..19
肉眼的所見:sm肋膜我商の充lUl。 小数。
!l.1府管Tq1i臓に於ける毛制管i附封血巣。品血血 蔽総l純学的所見:1爾討腸粕脱関に於吋け.る糠皮の般好佐甘市ni¥崩制姉，組織学的所見: 
及ひび.気智支周閉組t 潤悶ο肺胞内に織峨の再敵安好性白血球漫j 白16J.球浸i 総!陵竪度の椴好i氏鞘に於けるy潤陪。肝臓グリソ由踊血 
成長せる周閉の獲つた仔虫。肉芽j腿顕の形成(l幡啓銀線 性自並血I 臓に於けるj球浸浸.潤。出肺i 血血管周閤純織の部分的
維の増殖は軽度〉。 腎臓に於ける腎詑粘膜下部の向 洋服及び闘を好性自血球漫j閏。肉芽腿の形成〈組織球
形鰍胞浸潤。牌髄に於ける酸好性副血球の軽度の埠1 機紳!胞の瑚舶が不平等でこ与に間愛好性白血球が散布:
加。 性に漫i関するものあり，一部は巨大細胞も認めら 
No.20，実験日数 7自，対照例J 165g，合 れ，略~~J~線維の増舶は部分的には良いが不平等であ
肉眼的所見:若~なし。 る〉。
組織学的所見:lni臓に於ける血管及び気管支j時間 NO..25，央験EI数 14目， 1酪作例， 180 g，合
組織の}限度の浮蹴，該部への椴好~II~E白血球，問JI芸品111 肉眼的所見:JililJl民諜蘭に粟粒大，灰白色の結節
胞の浸潤 (Fig.8)。 気管支j路内に成長せる周囲の 小数。
整った仔虫。 車l'l純学的所見:宙服粘膜下闘に於ける血管j割問の 
球喰設i fl 1蹴蹴グリ ゾン氏 1:潤悶。Jj庁旧肝仰千刊日仔附円ニ可j血s 将糊jt昨附平柄和片にこ於けるヰ戦戦箆諮'度No.2 央験Ei数 10目， 感作例， 170g，合幻1， 白 叩 汀 担制性?到生1:白'.1同椴費好
I肋凶li 脱史表.雨に架粒大犬:， }灰帥附 K白色の給蹄節i肉j Ji市限倶的月所所可庁.見:I の阿階費好悦自血
多数。 肉~，肉穿腕の形成(中心に~性仔・虫，壊死組織が
組織学，'j"JO(児:盲腸粕j股:下関に於ける脱皮の椴喜子 樹めて i恨j笥性で j晶|羽に事跡故~~~i様車111胞，線維芽細胞が
性白血球漫i問。 li¥iI臓に於ける出血性気管'支肺炎巣。:1:曲折(lし，巨大事1lI胞を伴うものあり〉。 心臓に於ける
著明な血管j母閤組織の粗暴露化及び浮願。該部への関空 弔制u血管の拡張，毛細管出血。牌機内の般釘é'I~E白血
好性白血球穆問。肉芽腿の形成〈中心は銭死にi絹り 球の矯加。 
j荷聞に!瞥銀線維の埼摘が撃し¥，，)。 心臓に於ける筋 No.26，実験日数 14日，感作I例， 165g，合
層内弔細管出血及び心筋2羽生 (Fig.15)。牌|臓に於 肉眼的所見:制i肋膜表閣に架粒大， }J(白色の結節
ける瀦胞府間組織の増縮。 小数。 
No.22，実験日数 10悶，感作例， 155 g，合 組織学的所見:胃腸粘眼下!観及び竣膜下閣に於け
肉眼的所見:肺!的膜表商に粟粒.大，灰白色の結節 る階好~II~È自血球浪:1，問。大腸粘膜a下関に於ける隙好:II~È
多数。 白血球漫:i問。lJl¥iI臓に於ける肉芽腕の形成〈恋性仔・
組織学的所見:薗腸粒l眼下関に於ける純度の再妻女子 虫，壊死組織を中心としJ胡聞は車帥批球機応m胞，線維
性白血球浸潤， lJil搬に於ける血管周閲組織の組紫 芸!弔問胞の~韓舶により械に閉まれ銭死組織は締めて多
化，洋服，簡を好性白血.球鯵!日。肉芽腿の形成〈仁l:，G， く， .Iiっj持閣の肉芽闘との擦は明瞭である) (Fig. 
に於ける費性仔虫，敵好性白血球漫j関換は一部壊死 11)。腕I.l臓に於ける減胞j調関市I部員の増縮。 
J に陥り，組織球様細胞，線維芽出:IlI胞がj諸問に認めら No.27，突験日数 14問，対照例， 170g，合
管出血。1臓に於ける持制喰{本宅前l。腎Fig.10)れるく 
牌髄内の階好性白典球の増加。 小数。 
No. 23; ~験日数 10 問，対照例， 165 g，合 組織学的所見:商脇粘JID'~勝に於ける階好'I~h自血球
肉眼的所見:肺肋膜表閣に架粒大，灰白色の給関i 浪:i問。lJiIi織に於ける肉芽腕の形成〈主として組織球
小数。 様制l胞より成り中心の壊死和制tはi臨時て少し、〉。 血
組織学的所見z商腸粘膜!欝の傑欄，白血球浸潤。 f皆問問組織の開設好性白血球漫j問。
大腸粘膜燭に於ける般好II~I.:白血球投j関。肝;1蹴グリゾ No.28，実験目数 14 S，対照例， 170g，合
シ氏納に於けるil艶度の酸好性白血球漫j問。肺臓に於 肉眼的所見:li肋)腿表団に粟粒大，]J(白色の結錦j
ける血管周閤組織の藩.明な椴好性白血球漫j問。宅約i 小数。
管出血巣，肉穿脇の形成〈中心に綾死組織， ~愛好性 議11純学1~f.J所見:盲腸粘膜下層に於ける酸好性白血
白血球浸潤，周閥に組織球i様細胞，線維芽細胞のi隣 球漫i問， .)]j¥il臓に於ける肉第閣の形成〈来日鱗球様制
度の増殖。幡銀線維は周聞に軽度に不平等に増殖〉。 胞，線維茅が!IIJl包より成り中心の壊死組織は極めて少 
No. 24，突験回数 10日，対照例， 170g，合 しつ。気管支性肺炎巣。
肉眼的所見: Ililìl日JIl&~表閣に架粒大，}J(白色の結節
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No.29， 突験日数 21R，感作例， 200 g，合
肉眼的所見:li iJVJJ.民義聞に梨粒大， Jj( ~1色の給関j
小数。
続昨J政学的所見:肖)揚粘j民~I~H乙於ける i限度の円安定f1~1::
白血球設j悶，肝臓に於ける肝細胞の溝i尚， 1鴎Jl長。グ
リゾン氏帯~lの情愛好性白血球漫j問。lJïli臓に於ける肉芽
踏の形成〈多量の壊死組織をrl.t心とし組織球様車:IlI
胞，線維芽細胞が期間に増摘し， Ilf鎖線維の増生は
強度で JI司関を特に l~閤んでし、る) (Fig. 13)" . 
No.30， 実験日数 21'日，J誌作例， 180g，合 
I(i火.白色の紡lて，j膜表閣に粟粒…lillJ肉眼的所・見: 
小数。
続日ì~学的所見:荷腸及び大腸粘膜下!閣に於ける '1二 1
等度の間愛好性白血球浸j問。肝臓に於ける庁f制胞の|折
る〉。

銘3館i小 指 

肉眼的所見:感作例，対H~例共にlJí\i Il JJJJ英涙閣に初
l期では礎化のないもの，戒は充lO1JゾツヨP./J、点状HI雌r.
fZ白色，Jで儲の例に11=5-7を認める籾皮であるが，
梨粒大の結節iを小数認めるものがあり， 10悶以後は
この結節は全例に認められたが感作例に綿々多い傾
向がある。
組織学1~~lm見 t 
1) 感作例，対照例共に腸管に於ては I~守腸 tfllに~
イ!二が鍛も強く見られ，次で大腕時I部，姻腸下部で，
樋脇rl:l部に~化の認められたものは締めて少し、。感
作例に於いて腸管に見られる鵜IVlな礎化は，粘膜下
闘に於ける!蹄縞織炎，アレルギ -'I~t血管~化， I均33
jの関空好的:白血球漫Yij'l走，jグリソユノ 
る胤管P3閣総織の敵3静l生白血球渡部~J，血.悦;蟻の小部
分自~J謡WE及ひ'石JfZ rÆ:箭，肉芽腕の形成(r:I:t心に壊死
組織，周聞に市附織球様車111胞，線維芸f~品111胞の地納入
腎臓制尿管上皮車:IlI胞の潤尚，脇目長。 
No.31，突i験日数21日，感作例， 280g，合
肉眼的所見:Jlili山膜表蘭に梨粒大，灰白色の結1m
骨
小教。 
来日級学的所見:麗腸粕餓憾の肥厚，粕s!)下!閣の椴
好!生白血球漫j悶。肝臓に於ける肝制|胞の鰍慢性脂肪
2羽生。肝細1J包の断裂， グリソン氏革q[lの隈好'I~t:白血球
授i問。 lil臓に於ける肉芽蹴の形成 0・tl心に壊死組織 
多く， J謁聞は組織球機制H胞，線維穿細胞の土問舶を認
める)，気管支性肺炎県。
No.32，突験日数211::1，対n~例， .180 g，合
肉眼的所見:lJil力関表耐にj氏自色，w.粒大の給関j
小数。
市附曲学的所見:宵腸粘~下閣に於ける i限度の隣好
性白血球漫j問。Jli¥il臓に於ける肉穿!聞の形成 α有々小
間:の壊死統l織を1'1:'1心にしてJm聞に組織f;l(繊細1包，線
裂， 向。J]i!lb従に於け l顕の形成である。~砕世fi織炎H粘膜下関に|特好:'I~I:白血
:D.R，プラスマ細胞， FqJI対IH胞の出!立の没i問をもって
現われ 24[1寺附jでは最も耕しく， 48附:間でi限度とな
り721時:f間以後日:関空好性向j"1.球のi限度の混:7悶が粘膜
下関に認められるのみで‘ある。叉粘膜下問には削|網 
前1m包士宮i舶による肉亦蹄の形成が24--72時:問で見ら
れる。 i血管~化は粘膜 f関に於L 、て磐明に認められ，
24時間で‘毛剤H由.管内に線維紫を伴った.IO1.松の形成，
血管懸の粗穏化，血管j胡間組織の線維索機膨化を認
め， 48時間ではID.管内j撲に於ける内皮細胞の増鮪及 
び~性， r:1:'I臓の2羽生等駿死性地管炎の{象を認める，
721時間でも許可1血管~化は持続して現われ， 5-7 自阿
には湖町次~化の料度は減少し 10 1=1以後はほとんど
認められない。対照例に於いては 24 r時間1で粕股ド 
得々問機に現われる1関に於ける飾綿織炎は感作例と 
が感作例と比~佼すると梢々 i限度で以後急速に~化は 
i限度となり 72 r時間以後では一般に粘膜憾にのみ椴
好'.gj:白血球の浸潤がi限度に見られのみで・ある。叉粘
膜下閣に 72 r時間で腿憾の形成を認めた例があるの 
2) 感作例に見られる肝臓の~化は 24 r時間で肝
維持制11胞の;階殖が見られ I~ヰ銀線維の路舶はJI託度で純 車IUJ包の澗潤，J]l問民， IH二制!日j 寝慌に見られ，1包の断裂が
である)(Fig. 14)。血管問問事f.ü織の椴好'I~I:白地球 以後肝細胞の ~t~l:はあまり諸問でな L 、。 481時間以
授j問，血.f首駿の小部分的壊死。腎臓に於ける搬痕性 後，制l藻内に剖n胞設j悶巣〈問責好'I~I:白血球，多ー形核白
器綿羽毛〈勲好'I~I:自 I血球渡:7間栄を認む〉。 血球，円形車1脳，附:には!封臨を伴う〉を認める。 5--
No.33，実験日数 21 目，対r~例， 175 g，合 7回目に於て制網制I!胞の;地舶による肉芽j聞の形成を
肉眼的所見:li 1I力脱義国に粟粒犬，灰白色の給鈎i 見る。以後グ・リゾシ氏'YjlJに純度の間愛好性白血銀波j関
小数。 を認める。対照例に於いては 24附:問.tJ.後納滞内に
車醐i学的所見:盲腸粘腕下!脅に於ける腕度の殿好 感作例と|時々問機の赤1脳波例県を認め叉 72時測で 
'1白.IO1.球浸i悶， Jil践に於ける肉芥腕の形成 (rf:1心に 翠H到なネグロピオーゼ・の巣を認めた例がある。以後
娘死物質梢々多〈周閣に組織球様品liJl包，線維葬品:lUJl包 グリゾ Y氏，~\j!lにi限度の隣好性白血球投i悶を認めた例
の増舶を認め， I瞥銀線維の婚生は少〈且つ粗であ が極めて小数ある。
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3) I略作例に於いてHrliI臓に認められる主なる~化 血を認めた。対照例には事~~を見なし、。
は菊 IJfJな.n'n.鵠;~化及び肉:tI~腕の形成である。血管に 第 32智幼虫の検裂を主とせ忍実験
於いては既に 48時間で壊死性血管炎及び内膜に於 i到寧に於いては豚自1m虫休館液で・感作した白鼠tと!抵
ける内皮細胞増摘を認め72時間間より血管，気管支 畑虫を感染せしめた際の白鼠の各臓慌を病理締官\~学
飼間組織に敵好性白血球の習鴻が懇明となる。 7- 的に検索し，各蹴捺にアレ 11.-ギ{性の組織反応が似 
10 問自には~化が最も饗しく，血管畿のi限穏化，血 めて強く起り.且つ仔・虫の体内通過を妨げる所・見に接
管周関組織の搾臆及ひ該f~~への限好性白血球，赤血 したが，本実験に於いては感作間助に豚劇団虫合感染
球の総出が顕著であるの 14 EI 以後~化は減少して血 せしめた;場合に休内循環を終って腸内に複l崩せるガj
管開閉組織に椴好性白血球の波j悶が見られる純皮で 虫の検紫を行い，仔虫のnil1物体内通過附i尋の布保を
ある。 21 悶悶に於し、て血.管機に背IS分I~I句の石J!X.沈着を 締め，併せて各|蹴棋を病班組織学的に検嫁した。
伴う桜死巣を認める。対照例では血管;~化は経度で 鋳 1節実験方法 
m~前後の健100g実験!w胸は約白血球の浸潤が見られるが』白.1:血管府間粧酬に酸好転 ・な成熟自鼠を数週
管援の浮腿は純度で‘あるか又はI~民間性である。血管 問動物窓内で飼育せるものを附いた。
踏のIJ、接死巣も戟度に見られた。肉芽j聞の形成は感 感作に使用したj胸翻虫体.]j富首長の採取，貯l蹴，突験
作例に於いて 721時間 -51~1 自より間愛好性白血球ょ 周豚tlm!虫卵の採取及び格差患は第2予言に於けると問機
り成る小結節i性設i関巣を認め， 7EI 問に於いては~ である。
性仔虫を中心とし Jfð fJl1に酸好'I~I.:白血球の浸j問が磁め 感作の方法は)刷!岡虫休膝液を白鼠の体;rn.100gに
て強度で潤聞に組織t~jç様車111胞が姥'I~臨しているものも 就き 0.1cc宛 1日置に 31朗自鼠の腹股内に投射して
ある。 10 fl闘に於いては漸次白血球は減少し，中心 之を感作例とし，注射せざるものを対照例とした。
部に密，/.~仔虫，椴好」性の壊死組織， J訪問に巨大和1 卵の投与にさ自つては，脳波loI虫培強成熟卵を約30分
胞，組織球様車HJJJ包，線維:5j!細胞が;附殖して!勾:tI~Jll[{を fl;ijアνチブオルミ γ原被にて所躍し，更に数間生:理
多数形成し， 14--21 1:']闘に於し、ても中心部の駿列組 |拘食境71<で株i~臨した後，ノト毘・のJ生理的金境水に浮梯
織は縮めて多く然も中心にi聴問して周囲jの肉芽閥と せしめておいた。感作の第 31問自の注射後15悶回に 
1:jJ)臓に撹せられてし、るものが多L、。叉暢銀線維の;増 ビニー ;t.製の制管をJfjlt、て幸子白鼠の関内に約5万儲
住が周辺部によじìl詑I~句強く認められる。対・!践例に於け の豚tlil虫成熟卵を有するn磁波を注入した。
る肉穿胞の形成は梢々巡く 7 1=1以後に認められ，仔 崩鼠の腸管内幼虫の検出方法は成熱卵投与後 5--
虫j司聞の結i純反応は比il境的弱〈俄好性出血球の浸潤 18日に亘って白鼠の糞便を保取し，之を悶臓を1I付し
は梢々純度であり，又Jtの後夜'I~I:仔虫，鍛死組織を た大形峨物jiラス上にi直接部く挽涼して，約15倍の 
rj:l心に巨大前IJ包，組織球様蜘I臼，線維夢前1胞の1鴇航 顕微鍬下で幼虫、在検出し， ミグロメーターをもって.
による肉:5j~Jj追を形成するが， 1:1 ・1心.m~の椴~P~I;の壊列 大さを測定した後，幼虫のー制lをi際木に作製した。
物質は比較的少し叉開聞の肉j評判織の九百生もi降皮 誕恒!の採取に当り， #11訟の乾燥， ~J桜を I~方ぎ且つ
のものが多く認められる。叉肉芽組織に於けるl鳴縦 割j虫を閥、倍する目的をもって排11止された白鼠の~Wi
京水中に落下するよう装置した。1.のず1%が直ちに例に於H~i対~tの数R線維の増主主も不良である。肉刺 
レて梢々少く認められる。叉lJil胞及v:気管支j路内に 間一-突験に於し、て感作例，対照例共に幼虫を認め
jiJ成成長せるj品聞の整った仔虫が問者に認められる なくなった時却助を殴殺し，消化管内科より幼虫の
がその数は対照例に多く認められる。 有無を検した後，腸併 (/J、腸中古1<，商腕.大J場rl1
の心臓に於ける主なる安化は， 7--14日間に認 制り，肝臓， li¥i!1蹴，心臓，牌臓，腎臓の病税制級学的
められる毛細血管の拡強，毛細管/Ji凪であり，一部 検索を行ったの
に心筋軟化の部分を認めた。対照例では者l射な礎化 第 2節挺験成績
長の所見J!jJ:羽1第は見られない。 
5) 牌臓に於レては 5--14 1=自に総J包Jj[Jぷ中中gの. 第 1央験くTable1参照〉 
1随 の幼虫を1:日迄糞便仁13日目より5成熟卵投与後1 1:脚fが認められ，叉赤色tr長，溜胞周囲来任事官の土断 
に敗。好性白1血球の瑚加してし、るものが対照例に比較 検索Lた。対照例に於いては 10日間より 13悶趨4
して多し、。対日夜例では讃~を見なし、。 日間に計 14沼を検出したが感作例に於いては完く
6) 腎臓に於いては7--10日間に統球体毛細管出 認められない。
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Table 1. Sights of the immature worms in the 1st experiment 
The tel":rl.f而m applying ofI I I I I I 1. 1一町 
ascaris eggs to testing of the 
immature worms which were 8 9expelled with feces. (days) 
Sights of the 、 
immature worms. 。。。。I 0.85 
0.77 
Size (mm) 0.67Control 

case 

10 
0.85 
0.82 
0.77 
0.77 
0.60 
5lolololors寸
 
第 2実験 (Table2参Hの
成熟卵投与後 8 日 ~I より 18 日迄検索した。幼虫の
数を比較すると対照例では8日間より順次増加し 12
日間以後叉誠少しして 18日目には完く認、められず，
この 10日聞に検出された幼虫の総計は 1861'!fに鴻
した。感作例に於いては 8自問に最も多〈見られ以
後急激に減少し 12日間には完〈検出されず， 4日rlJj
の総計は 351Z!lに過ぎない。次に幼虫の犬さを比il唆
すると同一日に排出された幼虫の・大さの平均簡は対
照例が小さしゅは匹宛の大さを比較すると何れも対
照例に於いて大きな幼虫が多く認められる。他方叉
小さな幼虫も見られる。
第 3実験 (Table3参照〉
対照例に於し、ては9F1Mより 12 1=1~迄4 日 l同に管1・ 
4限を検出したが感作例に於レても叉9日間に 4P1! 
を認めた。即ち第3突験に於いては幼虫の数に誌を
認めない。
第 4突験 (Table4参J!わ
成熟卵投与後7回目より 13日目海松黙したの対!n
例に於いては 9 問問， 10 自自に各々 1 匹宛音1'2T~を
検出したが感作例に於し、ては 10日闘に 1T&を認め
たのみである。
第 5実験 (Table5差益!照〉
成熟卵技与後 5日間より 12院同海糞似J:j:1の幼虫
13 ITotal 
。 
1.02 I 0.94 
1.02 
0.85 
4 ..2~-1 -ri4 -0 I 

Number' 0 0 022itiz引 I0 I0 I. r I0 I0 I0 r I0 10 
に 11!fを認めたのみである。幼虫の大さを比較する
と対照例が大きL、。幼虫排出時期は対照例が長く且
つ遮れる。
第 2明!蹴総所見 
No. 1 (2).筋 1突験，対H技例，央験日数 14日， 
97g，合
肉眼的所見:lJiIlJJ限表前に架粒大，灰白色の問J1~
小結保j小数。
京EW自学的所見: lJi lil.臓に於ける哲IU~ な肉:5.I%fiの形成
(~益性仔虫，壊死組織を.1:'心とし周囲に車部故球様車IH
胞，線維芸ト:総胞の増猫あり。中心の娘死組織は割合
にi酸度で・ある〉。 
悶，14蔀作例，央験日数I，実験1第2).く， No. 2
95g，合
肉眼的所長L:1 IIi肋Jn~素直iに梨粒大， )!R.白色の円勝
小結節制々多数。
議E純t学的所見:前腕税iJI即応税iJ民ド鴎に於ける椴
好影J-白血球関問， ~度目提T飢餓に於ける肉穿j践の形成
(組織球様品Ili胞)， IJrtilv'援に於ける肉芽腕の形成(様性
仔虫，臨死組織，円安静'111:白血球授r~}U悦を rl-'心としNô 
:'1心の.1包の増舶を認めIJ包，線維芳三和11聞に来日制球様車
純の1tJ闘部N血管，気管支臨死組織は極めて多い〉。 
問，肝臓に於ける肉売さ脆の形成〈組:7椴好性白血球混
織球機長IJ包，線維芳:品IJ]ゆ。 グリゾニノJ走1'~IIJの限好性
を検黙した。対照例に於いては9割問より 11日目 臓の赤色船内に於ける情愛好性白血球ー.1白血球設潤。)jl}f 
迄31=1聞に総計61!fを検出したが，感作例に於いて の均加。 
は完く認められなし、。 No. 3 (2).第 2突!検，対!!日例，実験問数 18日，
第 6実験、 (Table6華料!の 105g，合
'成熟卵投与後 7日間より 12日目泡糞便中の幼虫 肉眼的所見:日il的股表面{に綿々禍色調を護せる架
を検紫した。対照例に於いては9目Hより 11日間 粒大の小結節j。
迄 4日聞に総計 6匹を認めたが， I酪作例では 9日間 組織学的所見:Hil蹴に於ける肉芽踊の形成 α附t 
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Table 2. Sights of the immature worms in the 2nd experiment. 
官。18
17
16
15
14
T自加e国pe tnre1ug2onwHgfws r gc2~wase8~ts担 phin¥I-ClgEy1¥ 、Set~3hrod、
一zh盟釘im凶 itotfwh dio可nf 、e主函ram4it1seEueaZd 厄tomof?ne 一wg 8 13
12
10 
 11
9 
 い 
。0.88 0.'旬 
0.85 0.88 

号 
1 

0.85 1. 11 

Size (mm) 
同ド 
;込 
1.281. 35 1281. 191. 111 11 .11 .19.02 
1. 191.191. 351.191. 021.02 1.021. 020.85 0.88 
Obs.1.28 1.021. 110.940.94 1. 02 暗0.900.850.78 
19 1.021.11 .10.940.92 1. 020.78' 0.880.85 
0.8519.11.020.940.90 1.020.850.850.75 
1. 020.850.900.940.900.850.770.75 
1.020.770.880.88 0.940.820.730.68 
0.940.680.850.850.880.820.730.68 
0: 0.940.510.850.850.85i70.710.61 
0.940.850.850.850.77 Obs.0.60 0.71 
3* 0.850.850.850.820.770.71Obs. 
0.77 0.850.780.710.71 
O. 0.510.770.680.66 倒
*0.630.650.68 Obs.0.66 
0.480.610.650.65 
一再開制
一00000*O;
ぺ
 
1.111. 111. 281. 19102102 1020 . . . .94 
0.900.970.900.850.75 0.80 
0.68 0.940.850.850.880.770.730.61 
2 Obs. 
0.850.710.770.680.68 
** Obs.Obs.0.610.65 
一0
一2
一

5 

4 

世 
*Obs. *Obs. 7
、t 10 

4
2 

m f JAN
WM
m m m p
M m m  
一一戸ひん  
3

一 一 。 
一 。 

晶 
刑判明
0.78
Size (mm) 
M M ω N 0.75 

0.75 

ω H H ω 的  0.68 

0.68 

0.68 

0.68 

0.60 

*Obs. 

4 

Average size l"O.76Tu同州 |I I 
n u
Number o I 0 1 1 0
2 0 .1 I7，I20 i 6 

普 Obscurfty 
一 
I 
The term from applymg of I 
ascaris eggs to testing of the 
immature worms which were 
expelled with feces. (days) 
{説函芯of the.. 
immature worms. 
Control 
case 
Sizeてmm)
。 
9 10 11 12 Total 
。 
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Table 3. 
7 8 12 
Control 
case 
Size (mm) 
Number 
。 と上王?とL竺と|勢。19 • I 骨01~_I~-・-句ーし一一 
o I 1 I 1 I 1 I 1 I。。 
13 ITotal 

0 4 

1.02 
0.77Size (mm)
Sensitized 0.71 
case 
0.51 
下両-17l-J「-z-「子 
Table 4. Sights of the immature worms in the 4th experiment. 
-TaeimsxhicDmale高ramltse石Mudreum-zwr伊we1itf。hwrE旬oEnomf国retーmecwesaへtsph-i.¥nPic1gむy¥h白dinwy¥gsteh〉¥Tde、 7 8 9 10 11 12 13 Total 
Control 
case 
Size (mm) 1 0 1 0 1 0.85 I 0.80.1 o 1 0 J 0 I 
と -Jl-1oJl-f-LLi1L-11-Lil-J?一 
L__o_L_o_J_: 
mm) 
I 
0 
1 
0 
I 
0 
I 
0.68 
1 
0 
1 
0 
I 
0 
1Sensiti乞ed 
case 
Table 5. Sights of the immature worms in the 5th experiment. 

1ω| 似 1102l 
0.94 I I0.94 
'*Obs. 
1 
1
0
1
0 
1
0 I0. 1311121016 
seJ;itized 
l 
Num加 
1
0
1
0
1
0
1
0 0 0 0 0 0 
I I I I 
骨 Ob9curity
球様制J包，巨大紘胞，線維羽弔:fl目的小数。間質内に 粒大の小結節。
於ける中噂:度の血鉄症。気管支路内に於ける非常に 組織学的所見:肝臓に於ける肝細胞の潤削， ~.~ 
成長した府間の撃った仔虫。 制胞の増加， Hi1i臓に於ける肉茅j既の形成(税硝t球i様 
No. 4 (2).第 2実験，感作例，突験日数 18日， 細胞，巨大部ij胞，線維芽細胞より成る〉間質内に於 
120g，合 けるlて!耳鳴;度の血鉄症。牌臓に於ける赤色髄内側網制
肉眼的所見:J 奥表商に梢々褐色調を帯びた粟1i1i肋 胞のl顕朕，渡性。
4 
I 
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Table 6. Sights.of the imlllatU1e worms in the 6th experiment. 
The term from applying of I 

ascaris eggs to testing of the 

immature worms which were 171819110 

一切pelle~ with feces. (days) 11 12 Total 
Sights of the 、九--
imrilature worms. 九--- 。 。 。0.94 I 0.94. I0.94 
0.94 
Size (mm)Control 0.77 

case 

報Obs. 
1 
一[ヤum?L--FI____..~__.__í___~__l__~._~_lュ上~ 
e l土問己LエJ~竺己己1_0_1一一 
1010111010101 
j瞥銀総維の搾，11:14突験，対照例，突験回数3第5 (2).No. 芽出IUJl包等より成り，周辺昔[SのI 生は強度
108g，合 である〉。牌臓に於ける戦度の血鉄症。 
肉眼的所見:lJil臓に於けるli肋腕表簡に灰白色架 No. 9 (2).婚5実験，対照例，実験回数 13日， 
粒大の小結節小数。 105g，♀ 
来蹴t学的所見:Uilil.蹴に於ける肉芽j毘の形成〈巨大 肉眼的所見:UililtlJ限表面に灰白色，梨粒:大の結節i
細胞，縦臓部隊最1/1包，線維芽細胞より成る〉。 牌臓 小数。
に於けるi限度の血鉄症。 京師破学i判所見:li¥i臓に於ける肉穿j随の形成〈壊死 
No. 6 (2). 第 3~\検，感作例，実験日数 14 日， 組織はl十1心にI~民間せず，胤聞の肉芽組織の端生は腕 
105g，合 肢である)(Fig. 12)。血管用開示1締lの間愛好性白血
肉眼的所見:附iI!)JJ限索前に灰白色，粟粒大の小結 滞夜間。
簡i檎々多数。 No.10 (2).錦 5突験，感作例，実験日数 13日， 
組織学的所見:宵腸~WJ提下層に於ける凪管般の膨 100g，♀ 
化，肝臓に於ける肉芽l 肉眼的所見:liilU 粒大の結節聞の形成〈組織球機細胞)， *'1 il限表商則氏自色，県f
胞浸潤巣〈白血球， r:qJI~細胞，)，崩Ii臓に於ける肉芽j屈 小数。
の形成 C巨大前日胞，釈純球様糊Jl包，線維穿細胞，円 組織学的所見:肝臓に於けるグ 9ソy氏辞iの敵好
形細胞)，牌臓に於ける赤色脆内側網細胞の腿限。 性白血球漫ìßU，肉~::I践の形成 α帥故球様細胞，線維ー
No. 7 (2).第4実験，対照例， ~足!験日数 14 日， 非鰍胞，)(Fig. 5)0 lrti臓に於ける肉穿j盟の形成〈中
97g，合 心部に~性仔虫，壊列車陸料、椴好性白血球，その閥
肉眼的所見:制ilJ)Jl限表団に灰白色，架粒大の結錦i 聞に組織球様細胞，線維芽細胞が増摘し，中心の嬢
小数。 列車繍iは|肢間性である〉。 血管周関組織の椴f創生白
組織学的所見:肺臓に於ける肉穿障の形成 α峨t血球設i問。脚臓に於ける赤色髄内に問責好性白血球の
球様細胞，線維芽細胞より成り周辺部の鴫銀綿織の 増加。心臓に於ける心筋閣内障愛好性白血球浸潤。 
増生は戦度である〉。 No.ll (2).第6央験，対照例，突験日数 13日， 
No. 8 (2).第 4実験，感作例，突験目数14日， 107g，♀ 
110g，合 肉眼的所見:制l肋j腿表商に灰白色，粟粒大の結節i
肉眼的所見:I捕IJ 尚色，粟粒大の給関i 小数。tlJ限表団にJR
梢々多数。 組織学的所見:l1il臓に於ける肉芽臨の形成〈便性
組織学的所見:盲腸粘膜下関に於ける円影高IH胞浸 仔虫，壊死組織を中心としその周閣に巨大細胞，組
潤，血管蟻の膨化。JJi1i臓に於ける肉非j屈の形成(~ 織球様細胞，線維芽細胞の繍舶を認める〉。 血管j縄
性仔虫，綴死組織，組織球様細胞，巨大細胞，線維 問車時i虫の自愛好性向血球漫i問。
_J-6-'I___~__

為市明神開明脈問蜘匂
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No.12 (2).第 6突験，感作例，突験問数 13日， 成を認める。肝臓に於いては，肝細胞の2羽生，息苦
115g，♀ 細胞の増加を 1例に認めたが一般に肉芽臨の形成，
肉眼的所見:腕肋膜表面に灰白色，東粒大の結節i グリゾン氏中ij'Jに於ける椴好性白血球波i悶を認めたo 
柏々多し。
来Ii織学的所見:宮臓に於けるi庶膜下組織内の肉芽j顕
の形成〈組織球機細胞，線維芳三細胞〉。粘膜下j閣の
血管期間に於ける円形細胞浸潤。肝臓に於ける肉茅
魁の形成(組織球様細胞，繊維芽忠:Il胞〉。 嗣iI.慌に於
ける多数の肉~~，腫穆成(~性仔虫，壊死刑1純を，t-1心
に百大品:lIJ胞，組織:P，R峨鰍胞，線車if 7Ji 芳三制胞が)l聞に;幣
摘し，中心の線列車開tの肢は榔めて多い)0.血管j胡
間組織の椴好性白血球波i問。脚臓に於ける秘JN倒閣
組織の増列車及ひ.赤色髄内に軽度の1m鉄症の
第 3節小 指
Hrti臓に於いては血管j司間組織に駿好j生白血球浸潤が
強く，叉肉茶j践の形成は両者に認めるが感作例に於
いては中心に認められる臨死来日市占の散は比較的多く
且つ中心に限局され剤閣の内芽腿との撹界は明かで
あり，叉鴫銀線維の土首位は周辺湖lに強度に認められ
る。対照例に於L、ては中心部の楳列車IJ織は比較的少 f 
< )胡聞の肉3宇都!般の j事gl~ も I限度であり，肉亦j邸周辺
郊に於ける i瞬a~線維の増生も少い。 11中 i臓に於いては
感WI~{!ifjに赤色舗内の制網細胞のj節服， ~'l生，溜胞周
朗幹ij:fの土韓航，赤色髄内に於ける椴好性白血球の増k
加喜容が認められた。対照例に於いては著~を認めな
幼虫のJ'W見 。"、。心臓に於ては感作例に筋閥内の関空舟|生l当踊l球没
1) 幼虫の数は第3突験に於てのみ同数で他はL、 i悶を認めた例がある。 l降|臓に於L 、ては感作例，対!!~
ずれの突験に於ても対照例に多数の幼虫を検出し 例共に事授を認めなかった。
た。 第 4寧総括誕'(}に考按 
2) 幼虫の大さは対照例，感作例共に自を追っで 蜘虫免疫に|鑓して蜘虫感染動物の繍l臓器を病理組
大きくなっているが，第 2~提験に於いて問者を比較
すると，対照例では大きな幼虫が多数出現している
が同時に小さな幼虫も認められるに反し，感作例に
於いてはあまり大きな幼虫もあまり小さな幼虫も見
られなし、。この理由としては，感作例に於いて仔虫 
が休内循環中にアレルギ{性反応を者~し，仔虫の
発育が1m簿され，又仔・虫の一部， I博に弱小なる仔虫
は組織仁I~'に於いて死滅し強大なる仔虫のみが組織を
過過して腸内に現われる事が考えられる。
3) 幼虫の排出状態を主として鈴2実験に於いて
比較すると，感作例に於いては最初]の 81=11':は201招
で最も多く，以後急激に減少して 12 E1:1にけ既に総
められない。対照例では 8日聞に 15阪で感作例より
少いが以後河野次数を摘し 10...12日間が県・高となり
以後減少して 18日闘に完く認められなし、。即ち感作
例は年期に排出し，排出矧f聞はi臨めて虫弘、が対照例
は梢々遅れて長期澗多数を排出する。
4) 幼虫標本の捌激鎖的所見付、両者に著しし、惑を
.11)，1(.31級学的に検察したものに説明 
がある。横川はj尿及び犬に反復感染せしめて免疫力
の高まれる動物に於L、ては「概して持者好性白血球の
浸潤1mく，且つ速なるを11~としその他に根拠ある説
f1をなし得ずJと述べてし品。又平間は免佼犬，米j
免疫犬に犬~um虫卵を制食せしめて IH二j蹴， Ilil臓を検紫
しrlfF-臓内の制IJ包設i問は未免疫犬が白血球を主とす
るにj支し免疫犬に於いては淋巴球よりl戊り且つ病巣
剖lの需主綿織車:I1J l包の地 ~I?け速で仔!訟の発現は漉く氷 
い。肝臓，肺|臓の結簡iJ湖聞のl啓銀線維の増生は米免
疫犬に比し納々早く且つ強皮に現われるJと述べて
主としてn'fl撒t l1 ïlil蹴に於ける病巣背I~並びに結節j調閥
に於ける結締織細胞及び1瞥銀線維の形成にal1l1:を標語
いている。宮川は人蜘虫体成分をもって経口!拘に侮
棋を感作せしめ，之に人蜘虫を感染せしめた後1湖
|問問の各i臓器の組織学的所見をi検紫し rlm臓に於け
， tる強度の結節性設j悶(充血;r-J.l路 ~愛好性白血球， 
巨大細胞，プラスマがrUJ包〉。 充風。出血。強度の浮
乞!Xl(fI)，官11(1叫
認めなし、。J.廊。肝臓に於ける出血，充血，突質~'I~，椴知性自
臓器所見 
肉眼的所見:IJilIV1限表商に栗粒大，灰白色の結節
が対照例， !'感作例3険金例に見られたが結節の数は一
般に感作例に多く認められた。
市附i学的所見:感作例に於ける主なる礎化として
は腸管に於し、ては商腸粘膜下閣の椴好性白血球浸
潤，凪管息苦の膨化， ~庇・膜下組織に於ける肉茅j聞の形
巴大，髄質の充出1血球の地方日。牌臓に於ける憾胞の
臓l'持)JUo沈滞，間安好性白血:球の;楠y血，へー でヂデリ
に於ける充出血，ボーマ y氏暗il~J内の /:11助l，浮11現，制
限管上皮の ~'I~~。副腎髄質のI降皮の充血全容のアレル
ギー性愛化を認めたJと報告してし、る。
著者は豚鯛虫{本舷液をもって感作した白鼠に!採蜘
虫を感染せしめた際の各!臓器の組織反応及びこの際
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，nザ胸の体内を通過した後部び腸管内に復帰し更に裁 に於いては藩~を見ない。
使と共に休外に排?世された幼虫の所見について検紫 5. I背!搬に於いては綜球体に毛細管出血を感1'1!{!itl
した。之を総括すると， に認めたが，対照例に馨獲を認めないd
各臓器の肉眼的所見は 7日目前後より対照例，感 幼虫の所見は感作例に於いては対・HC{例に比較して
作例共に聞il1)lH持表面iに粟粒大，灰白色め結節を認め 1. 幼虫の数は少〈。
るが，結節jの数は感1'，:例に多く認められる。 2. 幼虫の大さは一般に小さく。
市附i学的所見は， 3. 排出向:期は梢々 早く，排出:期閣は鋭し、。
1.感作例の腸管に於いては粘膜下層に於ける著 以上の様な感作動物の各臓器に於ける審問な血管
明な血管愛佑〈線維素を伴う血栓形成，血管周閥組 密化及び仔虫に対する強皮の組織反応はアレルギ{
織の線維索機膨化，血管盤の組穏化，血管内腕の内 性愛化と認められるものであり，仔虫は感作動物の
皮品:If'}1包の矧舶及び浸性， 1+1膜の~性〉粘膜下関及び 体内を通過する|療に強い組織反応により抑捕を被り
疑膜下続出世に於ける肉非)肢の形成〈制網車II!日的。 ~:~i 各臓器1:・1に捕捉せられて死滅し，仔出総?却を多数形
膜下j爵に於ける強度の峰錦織炎(1戦好'I~E白瓜球，プ j氏するものと考えられる。又上に述べた幼虫の所見
ラスマ忠1:)1包，円膨細胞〉を認める。対照例では血管 はIJfjにこの事突を説付けるものである。勿論i対照例
~化はほとんど認められず，飾錦織炎は軽度で，又 に於L、ても仔虫縦訓iは形成されるが仔虫の附li専の者i
粘膜下関に1農協の形成を認めた。 皮は少く，従つで仔虫結節の数も又少いものと忠わ 
2. 肝臓に於し、ては肝細胞の~性，肉芽!開の形 れる。向この;場合の免疫作用に就いては各i蹴能組織
成，グリソ y氏側の関空好性自血球設料金容が感作例に rl:lのみならず血液1::rに於いても抗版抗体反応の起る
強ぐ認められたが対照例ではネFロピオーゼの巣を 翰:が考えられる。 0 1iver;.Gonzalez (1943)(10)は蜘
認めた。 虫に就L、て，幼虫と免疫血 
3. 胤肺s市il搬蹴に於しい、ては感作作，(!例吋に3 i 箆窓イ化七〈壊t 饗普明な凪廊管2 せしめるとガ幼'1!虫gの周囲に剖沈仰t降峰物を生ぜしめU:1臼 幼j虫に対
死性血4併T炎， 血ftT? At約刊;サ}周胡囲都首胤 の強皮の押洋鴫j白昨削 峨 脈白朗郎r該部の赤 して締供柑j作月附3を及ぽす主犠}汗干を認めた。篠御1i崎埼時'1橋需本ω仰0の〉も
血球，街般費好性白血球惨/:1)血管，及び気管:支j胡問料 同様の所見に按し，又摘沢・山仁I(alひ，滝沢・橋ホ・石
織の椴i釘性白血球混:7関，肉非l国の形成〈早期に1~ぃ j椅 .r .L rn(:l I)は~!I回虫感染者.n'll摘をもってしても問様の
では仔虫のj胡聞に椴好性自踊i 悶が強く球の結節状授i 所見のある五百・を述べている。
現われ以後箆性仔虫を中心に臨死組織.}品聞に巨大 ~Uffi虫始疫の木態に就いでは液体免疫，局所免疫，
細胞，車ru地球様車IUliQ，線維芽細胞の地舶による仔・虫 続時般免疫等各磁の税があり，佐伯いめいねい，()~ま!TOJ物実
結錦iを作り中心部の披列組織の箇:は多く且つI~民向性 験的に免疫犬の血情は~um虫仔・虫に対し溜動保司i与を与
であり， .J調関の肉芽閣との境界は明瞭である。叉j越 える事を認め， i反本側〉は免疫動物の小腸.m二臓， Ilrli 
辺部にi啓鎖線維のj羽生が強度である〉が哲明である。 臓等の設的波及び血消に免疫現象を認めて・液体免疫
対照例では血管~化はi隊皮であり肉茅服の形成は梢 を考え，問村伊)~tß易管.に，補間∞くりは開，小腸に，
々少い。仔虫閥閉の荊i胞習:i.悶は感作例より戦没・で泥 井戸別 ~:t，J1ì二|蹴に夫々 l持妹臓器の局所免疫を述べ，平
く現われ，以後感作例に於けると附々同様の結節を IXI(Iりは:箆に病玉虫組織学的所見より肝臓に於ける車時曲
作るが中心部の壊死粧臓は一般に少<J胡聞の肉32閥 免疫を報flfしてし品。
の形成は税皮で叉l瞥銀線維の増生も少し、。Brti11包及び 撃者は本実験並びにf際崎・橋本;いのの実験成績より
気管支腔内に認められるj胡聞の撒った仔虫の数は対 j抵蜘虫体脳波で感作せしめた白鼠はj隊出!回虫感染に対
照例に多く見られた。 し免疫作用を有するミことを認め，且っこの免疫作用 
3'. 心臓に於いては筋闘に於ける毛細血管の拡 の本態は動物の血液I↓1で起ると，臨われる沈降物の形
蝦，毛細管出血，隙好~'I生白血球浸潤，心筋軟化を感 成及び各l臓器:1:rで起る強いアレルギー性の組織反応
作例に認めたが，対照例に於いては~~を認めなか により仔・虫に有詩作用を及ぼすものであると考え
った。 る。又この事突を直に人休に於ける印刷ミ免疫現象と 
4. 断!I臓に於いては感作例に蹴II~反応中本I~の瞬 間一視する請手は出来ぬが，人 ~!Im虫免疫現象の本磁を
脹，磁胞周関車蹴tの増鮪，赤色髄内の赤IH網細胞のj国 考務する j二に宮裂な役割を演ずるものと，臨われる。
脹，君主性， fJi:愛好性白血球の糟加を認めたが，対照例
ぶぷ説得ムおぶ品川侭時高三黙よごニニエ表的導部機芯議総局織票誌
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豚虫問虫体腔液で感作したl当j誌に豚自M虫を感染せしめた際，長l鼠の各!臓器に起る病理組織学的
所見及び腸管に復帰し更に糞便と共に排出された幼虫の所見を検索して次の結論を得た。 
1. 病理組織学的所見
1) 著明なア Vlレギ戸性血管変化がJ易管，肺j蹴，心臓等に秘められる。 
蹴，牌!臓に認めn).時略々仔虫の通過する時期に一致して現われる強度の組織反応が腸管，2) 
られる。 
3) 肉芽胞形成の傾向が強く，脇管，肝臓及び特に間li臓に著しく認められるo 
4) 酸好性白血球の浸潤が腸管，肝臓， Jrli蹴，IW臓に認められるO 
2. 幼虫の所見感作例は対照例に比較して
1) 幼虫の排出数は少い。 
2) 幼虫の大さは一般に小さし、。 
、。L幼虫の排出時期は粉々早く，排出期間は短3) 
3. 以上の所見は動物の各!臓i説中を仔虫の通過する際，各!臓部に著|珂なアレJレギ円程hの組織
反 Jiiむを ~I: じ，仔虫の発育を阻害し， .E1.つ仔虫を!蹴探ド!こlにナil捉し，死滅せしめ，幼虫の腸内に復
帰する数は桜めて少く， !議作動物は~!ml虫感染に対し免疫作用合有ずるものと考えられる。
捌都するに当り，木研究に対し終始御懇篤なる倒!指滞i設に餌i校l鵡を H~I，、た恩師摘削教j認に誠心
より感謝する。向僚友石橋学士の熱心なる御援助に対しj 1'1'札i事〈制 .1二げる。
女
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Fig. 1. .No. 2. Sensitized case，24 hrs. after 
ascaris infection. (Fibrin staining). Fibrinoid 
swelling of perivascular connectiv.e tissue 
in the submucous layer of intestine. 
Fig. 2. No. 5. Sensitized case，48 hrs. after 
ascaris infection. (Hematoxylin-Eosin stain-
ing). Changes in the blood vessel of the 
submucous layer of Intestine. Degen.eration 
of media and signi包cant .hyperplasia with 
degeneration of endothelial c;ells are seen. 
Fig. 3. No. 10. Sensitized case，72 hrs. after 
ascaris infection. (Hematoxylin-Eosin stain-
ing). Form~tion of.granuloma in the sub-
mucous layer of intestine. Remarkable 
hyperplasia of reticulum cells and infiltra-
tion of acidophile leucocytes ave seen. 
Fig. 4. No. 12. Control case，72 hrs. after 
ascaris infection. (Hematoxylin-Eosin stain-
ing). Formation of abscess in the su.bmu・ 
cous layer of intestine. Acidophile leucocy-
tes and polymorphonuclear leucocytes are 
damaged. 
Fig. 5. No. 10 (2). Sensitized case，13 days 
after ascaris infection. (Hematoxylin-Eosin 
shining). Formation of granuloma in liver 
Fig. 6. No. 12. Control case. 72 hrs. after 
ascaris infectiol1.くHematoxylin-Eosinstain-
ing). Foci of necrobios;s in liver. 
Fig. 7. No. 18. Sensitized case，7 days after 
ascaris infection. (Hematoxylin-Eosin stain-
ing). Remarkable chap.ges of vessels in 
lung. Intense oedema in perivascular con-ー
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nective tissue with diapedesis of erythrocy-
tes and acidophi1 e leucocytes are noted. 
Fig. 8. No. 20. Control case， 7 days after 
ascaris infection. (Hematoxylin-Eosin stain-
ing). Changes in blood vessels of lungs are 
very slight. 
Fjg.9. No 18.Sensitized case， 7 days after 乞 
ascarjs infection. (Hematoxylin-Eosin stain-
ing). Granuloma formed by larvae in lung. 
(Part 1) Remarkable infi1 tration of acido-
phi1 e leucocytes in surroundings of the 
damaged larvae with the infiltration of 
hystiocytes in the neighbourhood. 
Fig. 10. No. 22. Sensitized case， 10 days aftel 
ascaris infection. (Hematoxylin占 osinstain-
ing). Granuloma formed by larvae in lung. 
(Part 2) Necrosis is recognized in center 
of the foci. Infiltration of hystiocytes and 
hyperplasia of fibroblasts are seen around 
them、 
Fig. 11. No.26. Sensitized case， 14 days a.fter 
ascaris infection. (Hematoxylin-Eosin stain-
ing). Granuloma formed by larvae in lung. 
(Part 3) Severe necrotic area surrounded 
with dense granulationtissue. 
Fig. 12. No.9 (2). Control case， 13 days βfter 
ascaris jnfection. (Hematxylin但 osinstain-
ing). Granuloma formed by larvae in lung. 
(part 4) N ecrotic tissue not localized in 
center， and granulation-tissue scanty. 
Fig. 13. No.29. Sensitized case， 21 days after 
ascaris infection. (Bielschowsky's silver 
impregnation). Remarkable hyperplasia of 
argyrophi1i c五 bers is recognized in the 
peripheral zone of the granuloma in lung. 
Fig. 14. No. 32. Control case， 21 days after 
ascaris in王 ection. (Bielschowsky's' si1 ver 
impregnation). Slight hyperplasia of argyro-
phi1i c fibers in the peripheral zone of the 
granuloma in lung. 
Fig. 15. No.21. Sensitized case， 10 days after 
ascaris infection.くHematoxylin-Eosinstain-
ing). Capi1l ary bleeding and degeneration 
of musc1 e fibers in heart are noted. 
Fig. 16. No. 18. Sensitized case， 7 days after 
ascaris infection. (Hematoxylin-Eosin stain-
ing). Remarkable hyperplasia of perifolli-
cular tissue in spleen. 
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-422ー 千葉医学会雑誌 第 30巻 
Fig. 3. Fig. 4. 
Fig. 5. Fig. t. 
Fig. 7. Fig. 8. 
Fig. 9. Fig. 10. 
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Fig. 11. Fig. 12. 
Fig. 13. Fig. 14. 
Fig. 15. Fig. 16. 
